
新 聞 OB
「 九 条 の 会 」

第
二
重
　
戦
争
の

筆
ス
祭
Ｃ

骨

属

こ
秩
塵
●
基
震
と
オ
る
目
西
平

和
＾
●
“
実
に
お
・メ
し
．
目
・罹
の

苺
動
た
る
颯
晏
・こ
．
童
力
に
よ

一０
威
Ｌ
又
は
武
力
の
Ｆ
使
¨
ヽ

饉
凛
鶴
●
ス
一解
決
す
る
峯
メ
警
一

し
て
は
．
永
久
に
こ
れ
を
政
葉

菅
０
．

②

錮
項
の
口
的
を
速
す
る
た
め
．

燿
澤
０
重
そ
の
他
の
リ
カ
民

こ
れ
，
楔
崎
し
な
い

国
の
交

増
Ｅ
く

こ
コ
儡
お

な
■

2026年6月288 第161書   【部内,Ⅲl〕

^
西
村
献
新
聞
”
ｕ
●
一■
■
，
■

『需
稿
支
ヽ
〓
い
た

だ
さ
０
■
し
た
．
「
〓
に
掲
驚
予
定
て
し
た
ホ
し
，
ヽ

Ｅ
Ｏ
ネ
憫
で
掠
鑽
薇
“
が
追
れ
て
Ｏ
ｔ
，
ま
し
た
．
お

”
び
し
ヽ
今
■
●
掲
載
●
■
一
■

●
，
が
，

ご
ざ
い
■
一し
た
．

寄
鐘
一　
新
聞
０
８

「九
彙
の
会
」
の
皆
さ
ん
＾

■
間
方
連
中
央
執
●
〓
員
長

百
十
誠

余
卸
院
に
お
い
て
改
憲
型
一カ
が
―
分
の
２
を
超

え
．
，
粂
の
改
正
が
か
つ
て
な
く
，
実
殊
を
常
び

て
い
る
．
高
市
政
権
が

、
い
つ
で
も
戦
争
の
で
き

る
国
¨
づ
く
，
を
「
々
と
進
め
る
中
で
．
新
開
労

追
も
危
機
感
を
身
ら
せ
て
い
る
．
今
こ
そ
，
粂
を

守
る
活
動
を
強
あ
る
時
だ
．

そ
の
た
め
に
は
右
派

‥
二
派
と
い
う
政
治
の
文

脈
で
は
な
く

生
活
実
感
か
ら
平
和
を
爺
る
取
り

組
み
が
欠
か
せ
な
い
．
例
え
ば
，
０
２
０
年
の
防

衛
業
は
約
，
兆
円
．
今
後
は
両
衛
目
的
の
増
税
も

予
定
さ
れ
る
．
市
民
生
活
の
視
点
か
ら
は
詐
容
で

き
な
い
と
て
つ
も
な
い
金
銀
た
．
殺
傷
能
力
の
あ

る
武
器
燎
出
は
．
日
本
の
武
器
が
他
□
の
市
民
を

幾
め
る
恐
れ
が
生
し
．
い
ち
市
民
と
し
て
受
け
入

れ
が
た
い
．

針
聞
労
運
が
危
機
感
を
強
め
る
メ
パ
イ
防
止
法

が
制
定
さ
れ
れ
ば
言
語
の
自
由
が
奪
わ
れ
．
排
外

主
義
が
強
ま
，
．
息
苦
し
，
社
会
を

つ
く
り
出

す
．　
一
人

一
人
の
事
ら
し
か
ら
生
じ
う
実
感
を
基

点
に
想
像
力
を
広
げ
．
平
和
の
価
値
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
．
０
条
を
す
る
こ
と
に
う
な
が
る
の

で
は
な
い
が
，
日
一
■

新
開
メ
デ
ィ
ア
は
そ
う
し

た
想
像
力
の
置
で
あ
り
続
け
な
い
と
い
け
な
い
．

組
今
員
の
働
く
環
境
を
占
書
す
る
活
動
や
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
を
ウ
，
育
て
る
活
動
を
通
し
一、

新

間
労
一笙
ヽ
平
和
の
た
め
に
力
を
尺
く
し
た
い
．

‘
月
‘
１
４
■
民
‘
〓
′^
一■
０
，コ
脱
て
．
メ

市
普
粗
は
．

「ユ
見
す
ら
¨
年
．
ヽ
は
共
よ
Ｌ

た
．
改
正
０
発
語
に
つ
い

、́
な
ん
と
か
め
〓

が
立
０
た
と
言
え
る
厭
甍
て
．
皆
様
と
Ｌ
も
に

葉
＋ヽ
０
乾
・大
至
´
辿
．え
た
い
」
と
．
，
年
と
期

霊
，
一切
●
‘
改
憲
発
議
に
持
ち
込
む
決
一τ
を
表

『
●
■
し
た
．
０
月
２
，
の
設
態
工
の
業
会
に

寄
せ
た
）一
′
オ
メ
′
セ
ー
ジ
，
も

回ヽ

一^に
＾

い
て
ｎ
断
の
た
０
あ
巌
魔
″
遺
あ
る
一
４

設

憲
発
議
＾
尚
け
て
審
重
，
，
の
■
¨
を
発
ぐ
よ
う

尊
え
て
い
ま
一■

そ
れ
″
＾
けヽ
●
、
彙
一院
澪
漢
一善
章
〓
で
―
．
豪

Ｌ
たヽ
で
の
一●
一ロ
ー
民
人
一妨
の
結
果
つ
く
ら
れ
た
改

態
驚
¨
占
め
愕
成
を
利
用
し
て
．
緊
ｅ
Ｖ
聰
規
定

改
葱
の
羊
文
案
づ
く
，
，
先
行
さ
せ
彙
文
遮
単
●

員
会
”
置
に
つ
な
け
―
‥

い
う
撃
動
が
．
肇
引

に
造
●
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
， ■
職
争
凛
轟
め

た
め
．
口
●

褥̈
一局
餃
置
を
目
指
す
日
，
需
報
会

議
　
　
　
　
　
院
を
煙
過
し
，
し
●
¨

し
か
し
．　
こ
う
し
た
高
市
政
権
¨
危
慎
を
持
●

で
．
電
愛
ヤ
直
慈
か
ら
．
若
手
．
現
投
壊
．
そ
れ

・１
●
く
が
女
性
か
ら
な
る
じ
敬
め
・市
長
に
ホ
故

憲
．
職
０
拿
備
に
一こ
”
す
る
行
い
に
鬱
加
す
る
よ

・，
に
な
，
．
ト
ラ
ン
タ
″
一構
に
よ
る
イ
ラ
ン
●
一摯

＾
あ
を
，
ｔ
瀬
ま
０
て
．
そ
の
歳
模
に
お
い
て

，，

＾
ン
ラ
イ
ト
を
や̈
げ
る
●́
”
●
形
権
に
お
い

て
も
．
一
一口
＾
０
広
が
，
に
お
い
て
も
新
し
い
・市

長
期
“つ
０
・●
´
，
″
す́
●
●
し̈
て
い
ま
す
一

九
準
の
会
や
簿
〓
０
業
を
藪
十
な
，
実
行
′
■

一^

憲
法
´
守
，
・
―
か
す
共
拘
セ
ン
タ
ー
な
ど

‘
団
憚
い
呼
び
か
け
で
．

『薄
掟
０
葉
政
悪
に
，

芳
す
る
師
廂
ぞ
“
一
が
靖
〓
―
ま
し
た
●
．
そ
の

キ
ツ
ク
オ
フ
街
●
に
，
“
●ヽ
０
市
民
が
集
‘
一４

藪
い
署
“
″
彙
あ
●
し
た
．

，
月
‘
０
０
憲
法
年

一́に
●

薫
亨
て
は
，
万

人
に
●
ぼ
る
市
民
”
一警
●
ｏ
た
は
が
．
企
口
″一
旭

ｔ
市
民
の
行
動
が
も
た
れ
〓
し
た
．
藩
一市
一レ
ル資

民
挙
籠
輛
に
立
ち
向
か
う
の
は
．
市
民
の
”
し
か

ｔ
ｔ
●
せ
ん
．

〒,,,
●●

`

t謙 ,●‐,本t,T「 ,J~■ 十日1瑯′
`ヽ
●

,,●
=●
  ●1 ■_ヽ●1,,4,11●|“ .,1,1● ,

(t,振薔●と.罰抑
`■ '1●
111,|`● ■● ●:崚t_

高市
政権が急
ぐ
「戦
争準
備
の改憲
」に、

市
民の行動
で立ち
向
かいま
しよう
１

ｉ
争
●
●
●
´
´
コ
．
２
０
２
●
年
，
■
，

１
■
．
奎
●
，
，
■
が
ら
操
森
し
ま
し
た
．

‘

・
，
口
一
祠

冒

導
■

・
山
０
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月をあ′,力′
=富
スイ機薔わる

NO WAR! 憲法変えるな !
『国会正門前大行動」3万 6千人参加

口
・奴
富
「
苫
が

一■
，
■
一
■
早

‘
と
，
ら
“

・
■

一
体
化
十
争

．
”
ル
●
ヽ
‘
力

●
１
●
●
●
′
大
会
〓

薔
市
箋
凛
Ｌ

峙́
卜
来

とヽ

〓
反
慟
”
た
決
■
″
員
わ
に

憲
・た
政
慈
に
前
●
●
，
●
―
と
で
．
ｔ
・法
■
意
に
反
対
す

る
運
動

丼

島
“

，^日
一に
広
が
〓
●

〓
二

●
●

■

，
●
口
＾
〓
●
Π
ｍ
■

一■
勁
ｔ
ｌ，
‘
”
●
千
人
が
ｒ
´̈聖

運
■
つ
″
一動
●
今
＝
．
“
口
＾
●
´

せ
て
，
●
●
か
所
ユ
■
で
取
，
題

〓
れ
よ
、
●
．
一
一０
大
´
一動
卜
．

「饉
が
か
，
行
蘇
■
●

一^摂
ヽ
〓

『，
条
“
瑾
ヽ
０
１
　
全
国
市
●

ア
，
ン
●
´
一
に
よ
る

一
”
，

行
働
・
０
一
菫
と
し
て
行
わ
れ
よ

し
た一
「
を
珈
・■
オ
８
０
，
・
●
＾

０
会
●
仲
冊
，

レ
ン
ジ
●

「新

闘
Ｏ
ｔ
一
さ

●
ア
”
１
〇

一た
会

●
＾
¨

●
腋
漱
●
■
と
に
国
会
ェ

円
０
硫
庭
に
半
市
●
■
し
た
――
球

ス
初
菫
●
●
一わ
せ
る
を
さ
０
１
．

●
と
，
メ
１
０
重
■
ι

ｌ
を
と
０

た
ブ
ラ
ヵ
ｌ
卜
，
■
●
．
´
一
プ

レ
ｔ
一
―
ル
■
●
●
コ
ー
ル
●
諄

す
か
け
で

一―
■
，
れ
一　

■́
・「

●
■
す
・
た
，
一リ
メ
ム
に
栞
●
■

怒
，
´
”
ｔ
コ
会
ハ
●

を
し
て

■
，
イ
ド
´
，
ス
に
福
く
ヽ
う
に

，
ル
■
■
●
一
ヽ

‘
力
才
は
，
世
．
若
〓
●
〓

′
、

な
日
気
に
０
た
●
●
´
一′
´

●
●
気
０
「
そ
し
て
，
イ
ツ
０
′

，

、́

●
〓
に
，
「
卜

、■
―
・ヽ

０
し
く
型

●
が
に
ｉ
ｔ
ｔ
４
■
●

ヽ
一
■
一〓
綸
●
げ
■
，
く
Ｖ
性
が

，
可
た
〓
〓
，
■
●
専
―
る
■
，

●
■
ヽ
エ

ー
，
．

●
１
●

一
Ｌ
，
●
動
一
＝
市

ヽ
や
同
＾
●
■
●
¨
■
●
―
一
オ

ヽ
ｔ
”
●
〓
世
い
，
込
”
●
＾
●

―
●
■
一́
一―
〓
し
‘
ヽ

■
●
ギ
あ
―
さ
，
で
な
●
■
●

セ
ン
タ
ー
●
小
Ｆ
■
梃
「
〓
一ル
は

「両
■
改
意
を
エ
ー
し
■
・
●

●

ヤ
■
“
″
輌
●
丼
一キ
■
■
摯
一●
■

げ
■
，
一
．
、
．̈
”
引

ウ

ト
，

―
タ
メ
，
‘
―
”
″
●
●
〓
‥

ヽ

●

．０
争
や
粛
螢
を
勁
長
す
る
Ｗ

■
生
葉
に
対
●

演
彗
ヤ
匂
●
●

■
一
●
一颯
■
　
．
晨
社
，
ユ
人
●

０
，
ヽ
，
０
代
表
●
●
薇
，
■
●

■
●

．■
，
に
近
■
く
，
．
真
●

丼
●
薫
る
―
さ
れ
る
の
■
ク
ヽ
．

一
４
０
人
馬
一
と
“
「

政
●
宦

■̈
と
し
●
、
――
本
“
＾

‘
″●
＝
”
増
ｒ
●
Ｈ
長
は

一●
■

こ
■
ス
■
」
と
螢
【

社
一
■

●

椰
ヽ
「
驀
●
古
”
怒
，
´
”
を
上

げ
．
　
■
拗
●
Ｒ
一
●
高
●
さ
ら

か
に
，
，
，
，
，
●
―
′
″
ｉ
せ

ず
ｔ
，
ヽ

ｔ

●
一
設
＾
“
ｔ
ｔ
，
■
，
市

た
．　
一
毬
に
は
´
て
●
く
¨
●
一逃

一

●

０
■
の
息
子
〓
ス
を
育
て
一

る
棗
楡
あ
女
性
は

「，
集
を
筆
す
一

こ
と
，
テ
ど
も
い
本
来
を
霰
す
●
一

と
．
私
は
絶
対
に
絆
き
な
い
」
と
ヽ

●

ス
，
ｔ
え
．　
　

　
　

　

　
　

　

一

韓
国
か
ら
ヽ
理
市
０
お
，
さ
つ
一

が
福
さ
．　
・
●
，
，
■
は
１
，

一

■
Ｌ
日
ヽ
´
“
■
●
＾
イ
ー
テ
ー
●

わ
れ

●
■

望́
●
■
■
一
■
口
■

笙
彗
Ｈ
卜

一■
に
ら
画
●
が
歯
拡

政
蓼
は
卜
さ
■
い
と
，
●
Ｔ
さ

‥

‘

鮨上ｕ
¨
”
ハ

ー

===の
,,豪|,全 ,

6コ 0,`九,,0`ヽ」

,

i散穆"r

『自由」を監視するな.
●

[時麟13,やめ舶 ,

●

ヽ

●
ヽ

ハ
）

ｑ
ｕ

´
ェ

子

間

●
０
年
．
口
，
―
‘
―
ヽ
市
民
●

力
に
■
●
●
イ

・
メ
ン
マ
ン

（^

“
０
）
一燎
嬌
政
権
，
イ
ヽ
●
し
，

桂
，
的
■
―
●
ヤ
．
――
オ
と
”
「

で
と
も
●
換
―
■
オ
ら
れ
て
，
‘

平
「
―
〓
驀
０
●
●
●
載
―
は
．

■
泄
■
●
，
コ
「
＾
´
カ
コ
滸

進
し
て
―
く
０
●
●
，
．
と
も
に

島
利
す
●
〓
り
，
よ
一、

同
キ
ｔ
一

―
●
餞
―
鋭
●
一●
ｔ
●
・
“
　

″^

一
＾
一
竜
■
に
，
去
　
，
・
■
●

■
，
〓
●
一
．

変

霞

〓
画

●
絆

一露

首

●
す
一
●
注
一，
　
０̈
準
を
敵
お
．

明
●
■

●
嗅
―
●
一
ネ
ル
ギ
ー
タ

求
つ
て
有
傘
■
〓
ヽ
■
，
・燿
”
，

―
卜
■

4・ 19

●
●

●

一
　
１

一

●

．

‐

■ ‐

0

I｀■.

薪
陶
”

写真 山口 文昭

●
，

，

‐

【ホスターを2種作成して
参加しました,
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●
■́
●
０
な
し
た
り
一
＋

で
―
＾
＾
菫
八
●
●
，
´̈
〓

〓

・い
た
フ

●
グ
ラ
ム
に
，
ヽ
●

●
て
い
０
し
ｔ
．

贅
や
¨
″
●
が
，
，
Ｆ
た
〓
●
，
■
●
●
も
と
．

Ｉ
幸
に
奪
■
■
●
“
●
「
年
を
製
，
，
，
ユ
´
，
‘
，

”
，
，
１
１

よ
●
〓
人
●
藪
”
，
喪
区
″
明
憫
，

ケ
回
●
操
ヽ
，
菫
し
た

写^
■
■
　
一
０
な
が
ら
，

憲
一ヽ
い
，
し
て
，
，
神
，
十
Ｆ
”
―
　
，
０
●
０
一
建
」

よ
“
一
ど

＝
案
●
〓
一
■
企
”
主
熙
ｔ
憲
法
夫
英
＾
ヽ
″

開
催
さ
れ
ヽ
し
た
．
こ
れ
ヽ
て
積
み
歓
た
ヽ
さ
た
「

‘
薔
，
働
・‥

，
＋
■
”
‘
万
，
十
人
を
■
回
る
０

■
人
●
１
民
で
Ш
‘
う
く
ヽ
●
ま
し
ヽ
ヽ

私
た
ち
”

と
″
０
が
，
，
し
ヽ
ヽ

「
‘
”

合

●
ｒ

●
米
■
■
，
代
■
，

一
〓
な
■

い
疇
よ
に
“
１
●

″
、

，
■
■
晨
，
一絆
菰
し
，
魚

主
義
を
，
，
■
一
う
摯
●
７
●

´
・黎
型
し
，
，
ヽ
●
”
，
‘
―

ヽ
Ｌ

●
■
行
‘
ｈ
会
一
壺
＝
「

颯
子
●
え

ヽ
薄
漱
九
粂
■
よ
，

■
７
・ま
し
た
．

´
●
―
≠
■
は
，
本
（
´
，

ラ
フ
”
＾
一
●
●
吉
簡
瀑
ヽ
一ん
Ｌ

．臀

″
●
放
葉
と
竜
工
が
，
ス

，
●
，
そ
，
揃
■
口

●
■
■
●

伍
，
あ
，
ま
す
一
●
“
＾
●
し

へ

０
〓

，

■
●
●
●
藤
″
，

さ
ん
●

一泄
■
＾
一“
，
越
え
競

●
■
，
ネ
ー
を

，
く
′
●
´

●

Ｌ
ず
か
〓

●
■
●

豪
，
ま
拶
ヤ
●
．
■
●
，
●

＝
●
〓
■
，
■
■
や
社
長
●
●

亀
〓
「
湾
■
●
．
■
，
●
新
凛

絆
●
口
，
■
司
幹
事
■
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＝
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